平成25年度第１回岩国市環境審議会の結果について
１　会議名
平成25年度第１回環境審議会

２　開催日時

　　平成25年７月31日（水）午後２時00分から午後４時30分

３　開催場所

　　市役所２階　特別会議室

４　出席した者の氏名

　（委員）

　　藤野完二（会長）

　　河角衛、河本智勇、木村圭一、嶋田陽生、白木吉子、末友靖隆、野草哲平、樋口隆哉、
藤谷允子、森川裕子

　（事務局）

　　環境保全課　課長：川戸裕司、班長：藤井哲夫
　（担当部署等）

　　環境部長：土井寛治

　　環境事業課　課長：西村嘉允、管理班長：上尾浩睦、企画室長：藤村篤士、

　　　　　　　　　企画班：藤澤政博、橋本光弘、釘屋賢一、荒川香与子

　　東和テクノロジー　望月俊彦、宮﨑大輔
　（関連部署）

　　環境施設課　課長：金屋正春

　　下水道課　　 課長：村中広滋

５　議題

1　環境審議会の会長・副会長の選出

2　一般廃棄物処理基本計画の策定について

　　　　　６　公開・非公開等の別

　　　　　　　公開

７　傍聴人数
　　１人

８　会議内容概要

　　委嘱状交付

　　《審議等事項》

（1） 環境審議会の会長・副会長の選出

1 各委員自己紹介

2 会長・副会長の選出

会　長：藤野委員（委員協議のうえ、決定）

副会長：丸尾委員（委員協議のうえ、決定）

（2） 一般廃棄物処理基本計画の策定について審議

1 担当部署説明（環境事業課）
　  「既定計画の概要」、「一般廃棄物処理の現状」、「計画見直しの論点と環境審議会スケジュール」、「アンケート調査の概要」について資料に基づき説明。
2 質疑応答

　　　　【既定計画・一般廃棄物処理の現状について】

（委員）

　既定計画の「重点施策１　家庭系ごみ分別排出・収集運搬の効率化」について、合併に伴って統一した方式で打ち出したということで、財政的な負担を軽減するというのがメインになっているように思うが、ごみの減量化とか資源化という面で、効率化というのがどのような効果があると考えられていたのか確認したい。

　今の関連で、施設の中にはかなり古いものがあり、見直しが必要な施設があるのかどうか、財政面にも大きく関わってくるので、そこも合わせて回答いただきたい。

（担当部署）
　      　分別の推進については、資源にできる物は資源に持っていくということで、直接市の施設の中で処分するのを少なくする目的が第一にあるので、そういった面でごみの分別を勧めていくということです。

　      　次に直営を委託式に改めるということについては、職員の削減、民間への委託ということで経費削減の一環になると思います。

　      　施設の関係については、かなり古い施設が多々あり、「リサイクルプラザ」については、供用開始後14年が経過しており、一般的に中間処理施設は、15年～20年というのが更新期間になり、見直しをかけないといけない時期に入っています。

　      　環境施設課で、今後長寿運営化計画を作り、どのように運営していくのかについて現在検討しています。
また、「みすみクリーンセンター」についても、同じく長寿運営化計画を作りながら、今後施設をどのようにしていくかを考えています。

その他最終処分場等についても、折角ある施設なので使わない手は無いということを念頭に置き、どのように効率的に運営すべきかを含めて、費用的なものも検討しながら、今後どのように使っていけば良いのかを考えているところです。

（委員）

　 『清掃事業概要』83ページに処理の説明で一番上の表を見たところ、１人当たりの経費というのが、22年度・23年度で結構減ってきている。

　      　　また原価を見ると、可燃物は特に大きな変化は無いが、不燃物の収集が増えている。22年度・23年度に、不燃物とか焼却の単価が大きく変化している。

どういうことが関係しているのか、もしも分かれば教えていただきたい。

（担当部署）
焼却ごみの処理単価の値が下がってきているということですが、基本的に、資源品の方に出される物が増えているからだと思います。

リサイクルプラザについては、容器包装で出せばかなり処理費が安くつきますが、基準に適合させるためには、市でもかなり手を入れて選別しないといけなくなっているためと考えています。

（委員）

平成22年度までごみの量が減ってきて、23年度はあまり減らなかったという説明で、一部地域では不法投棄があったという言葉があった。

ごみが減ってきたのは数値として捉えられているのだが、減ってきたことと不法投棄との関係は。不法投棄の数が分かれば良いが、そのあたりの関連は無いのか。

色々な対策を行ってごみが減ったのを喜んでも、不法投棄が増えていたら何をやっているのか分からないし、そのあたりの数字は裏付けされているのか。

（担当部署）
　不法投棄の撤去は、あくまでも土地の所有者や管理者の責任においてやっていただくというのが基本になっているので、看板設置などの啓発活動は行うが、行政が直接入って処理するというのは現実的には困難であり、不法投棄防止月間などで、警察・県の産業廃棄物協会・地元の方などと一緒に行い回収していることはあるが、岩国市全体でどういう物があったかを把握するのは、数字的に無理であり、不法投棄の量というのは、数量としては把握できていないということです。

（会長）

以前、プラごみ分別の徹底をかけて、販売の問題でランクが下がるということで、分別徹底の話があったが、その対策と、83ページの不燃ごみの量とは関係があるか。

平成22年度23年度の不燃物の量が増えた形になっている。これと丁度時期を合わせるように、プラごみの分別の騒ぎがあったと思うのが、その対策が講じてこういうことが起きたのか質問したい。

（担当部署）
86ページに、収集量と数値が入っています。そこで単純に比較すると、収集の不燃物で、21年度と22年度を見ると、減っていることがわかります。

　　　【アンケート内容についての質問】

（委員）

住民対象のアンケートの問27の小型家電についての質問で、環境省の実証事業に採用されて、実際の回収が始まるのではないかと思うが、それとアンケートのタイミングがどうなのか。あと、この文章は、「分別に協力するかどうか」だけで、分別した物が資源化されるとか、分けて別途回収したらこのように有効に使えるとか、その先の話がないが、その説明如何によって、住民の方の意識も少し変わるのではないかという気がするので、可能であれば、そういう情報を入れておいた方が良いのではないか。

（担当部署）
小型家電の回収ボックス設置は、国の方のコンサルの決定で遅れており、現実には早くて９月末頃にボックスが設置され、実際に回収を始められるのは10月以降になるのではないかという予定になっています。

アンケートを取る時期が８月なので、まだ住民の皆様には小型家電のボックス設置ということがお知らせできていない状況での調査となることから今後ぜひ協力していただきたいという意味合いで載せています。

承りましたご意見については、もう少し考慮させていただきたいと思います。

（委員）

問33に、生活排水の処理に関する費用負担の質問があるが、費用負担を誰がするのかが分からない。どういう意図でこういう質問をされているのかでも入れた方が良いと思うが。

（担当部署）
住民の方が負担していただく費用について聞いているので、それを入れた文章に変えて対応したいと思います。

